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近
代
美
術
館
に
お
け
る
書
の
収
蔵 

  

残
念
な
が
ら
、
近
現
代
の
書
を
体
系
的
に
収
蔵
す
る
美
術
館
は
多
く
な
い
。
と
り
わ
け
戦
後
の

書
は
造
形
的
な
面
に
お
け
る
工
夫
を
先
鋭
化
さ
せ
て
き
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
絵
画
や
彫
刻
、
美
術

工
芸
な
ど
と
横
並
び
の
造
形
芸
術
の
一
分
野
と
認
識
さ
れ
る
こ
と
が
一
般
化
し
て
い
る
。
日
展

に
五
科
と
し
て
書
が
設
置
さ
れ
、
日
本
芸
術
院
に
は
第
一
部
美
術
に
書
が
位
置
付
け
ら
れ
て
い

る
こ
と
な
ど
が
そ
の
好
例
と
言
え
よ
う
か
。
こ
う
し
た
位
置
付
け
を
背
景
に
す
る
の
で
あ
れ
ば
、

特
に
「
近
代
」
を
そ
の
名
に
冠
す
る
美
術
館
に
お
い
て
、
書
も
体
系
的
に
収
蔵
さ
れ
、
書
を
専
門

と
す
る
学
芸
員
に
よ
っ
て
他
の
分
野
と
同
程
度
に
展
覧
会
が
開
催
さ
れ
る
体
制
が
な
け
れ
ば
な

る
ま
い
。 

実
在
の
近
代
美
術
館
を
例
に
示
す
こ
と
に
し
た
い
。 

昭
和
二
十
八
年
に
開
館
し
た
東
京
国
立
近
代
美
術
館
は
、
日
本
で
は
じ
め
て
設
置
さ
れ
た
国

立
美
術
館
で
あ
る
。
お
お
む
ね
、
明
治
四
十
年
以
降
に
制
作
さ
れ
た
作
品
を
収
蔵
の
対
象
と
し
て

お
り
、
そ
の
名
の
示
す
と
お
り
、
わ
が
国
の
近
代
美
術
館
の
中
核
を
成
す
館
と
言
っ
て
差
し
支
え

あ
る
ま
い
。
平
成
三
十
年
度
末
現
在
の
「
東
京
国
立
近
代
美
術
館
概
要
デ
ー
タ
集
」
に
よ
る
と
、

収
蔵
品
の
総
数
は
一
七
，
〇
一
五
件
、
こ
の
う
ち
、
書
に
分
類
さ
れ
る
作
品
を
二
十
一
件
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
る
［
註
１
］
。
こ
の
二
十
一
件
の
う
ち
八
点
は
、
尾
上
柴
舟
や
園
田
湖
城
ら
昭
和

二
十
三
年
か
ら
二
十
六
年
ま
で
の
日
展
で
審
査
員
を
務
め
た
人
物
の
作
品
で
、
創
立
時
に
文
部

省
か
ら
管
理
換
え
に
な
っ
た
も
の
。
そ
れ
以
外
の
作
品
に
つ
い
て
は
作
家
か
ら
寄
贈
を
受
け
た

も
の
で
あ
る
［
註
２
］
。
こ
の
作
品
群
を
見
る
限
り
、
館
が
主
体
的
に
書
の
作
品
を
選
ん
で
意
味

を
持
っ
た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
形
成
し
よ
う
と
し
て
い
る
よ
う
に
は
理
解
さ
れ
な
い
。
収
蔵
品
の

総
数
か
ら
す
る
と
、
書
作
品
は
ご
く
少
数
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
書
を
中
心
と
す
る
展
覧
会
の
実
績

が
ほ
と
ん
ど
な
い
こ
と
か
ら
も
、
東
京
国
立
近
代
美
術
館
の
書
に
対
す
る
関
心
は
薄
い
も
の
と

推
察
で
き
る
［
註
３
］
。 

同
様
に
、
東
京
国
立
近
代
美
術
館
よ
り
早
い
昭
和
二
十
六
年
に
日
本
で
最
初
の
公
立
近
代
美

術
館
と
し
て
開
館
し
た
、
神
奈
川
県
立
近
代
美
術
館
に
つ
い
て
も
簡
単
に
確
認
し
て
み
た
い
。
収

蔵
品
は
お
よ
そ
一
五
，
〇
〇
〇
件
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
検
索
に
は
、
洋
画
、
日

本
画
、
彫
刻
、
版
画
、
写
真
、
工
芸
の
分
類
が
あ
る
［
註
４
］
。
書
は
そ
の
分
類
に
も
見
ら
れ
ず
、

検
索
に
も
ヒ
ッ
ト
し
な
い
。
こ
れ
も
ま
た
東
京
国
立
近
代
美
術
館
と
同
様
に
、
書
を
積
極
的
な
収

集
や
展
示
の
対
象
と
し
て
い
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 

日
本
の
近
代
美
術
館
を
代
表
す
る
二
館
の
実
状
は
、
い
わ
ば
「
近
代
美
術
」
の
特
質
を
表
象
す
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る
も
の
で
も
あ
り
、
多
く
の
近
代
美
術
館
に
共
通
す
る
も
の
で
も
あ
る
。
つ
ま
り
、
書
を
積
極
的

に
は
展
示
や
収
集
の
対
象
と
せ
ず
、
加
え
て
専
門
の
学
芸
員
の
配
置
に
も
消
極
的
で
あ
る
こ
と

が
「
近
代
美
術
館
」
の
特
徴
の
よ
う
に
も
見
え
る
の
で
あ
る
。 

し
か
し
一
方
で
、「
書
と
東
洋
の
美
術
」
を
柱
に
し
て
金
子
鷗
亭
の
作
品
な
ど
を
中
心
に
取
り

扱
う
北
海
道
立
函
館
美
術
館
、
地
域
の
書
家
の
作
品
を
集
め
る
千
葉
県
立
美
術
館
や
群
馬
県
立

近
代
美
術
館
、
近
年
、
篆
刻
家
、
梅
舒
適
の
作
品
や
所
蔵
資
料
を
収
蔵
し
た
兵
庫
県
立
美
術
館
な

ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
性
に
応
じ
た
活
動
を
展
開
す
る
館
も
あ
る
。 

本
稿
で
対
象
に
す
る
松
井
如
流
（
一
九
〇
〇
～
一
九
八
八
）
の
お
も
な
作
品
の
大
半
は
秋
田
県

立
近
代
美
術
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
一
五
〇
点
に
も
お
よ
ぶ
大
規
模
な
も

の
で
、
近
代
美
術
館
に
お
け
る
屈
指
の
戦
後
の
書
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
本

稿
で
は
、
こ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
形
成
ま
で
の
軌
跡
を
追
い
な
が
ら
、
そ
の
性
格
の
一
端
を
明
ら
か

に
し
た
い
。
さ
ら
に
、
近
年
成
田
山
書
道
美
術
館
に
寄
贈
さ
れ
た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
も
言

及
し
、
二
件
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
質
の
相
違
に
つ
い
て
も
論
じ
る
こ
と
に
し
た
い
。 

 

如
流
の
個
展
と
作
品
集 

  

如
流
の
お
も
な
作
品
は
、
現
在
、
秋
田
県
立
近
代
美
術
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
大
半
は
平
成

六
年
に
寄
贈
さ
れ
た
も
の
だ
が
、
ま
ず
は
こ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
性
格
を
明
ら
か
に
す
る
た
め

に
、
如
流
生
前
の
展
覧
会
と
作
品
集
に
つ
い
て
確
認
し
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。
如
流
は
昭
和
三

十
年
代
の
な
か
ご
ろ
か
ら
、
作
品
集
の
刊
行
と
個
展
の
開
催
を
繰
り
返
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
は

新
作
だ
け
を
ま
と
め
た
も
の
も
あ
れ
ば
、
旧
作
を
取
り
ま
と
め
た
も
の
も
あ
る
。
こ
れ
ら
の
編
集

や
企
画
を
通
し
て
、
如
流
自
身
が
自
ら
の
作
品
を
選
択
し
、
集
成
し
て
い
く
様
子
が
垣
間
見
ら
れ

る
の
で
あ
る
。 

  

如
流
の
作
品
集
の
う
ち
、
は
じ
め
に
刊
行
さ
れ
た
の
は
昭
和
三
十
六
年
の
『
水
到
渠
成
』（
私

家
版
）
で
あ
る
。
如
流
は
還
暦
を
迎
え
、
こ
の
前
年
に
「
水
到
渠
成
」
と
い
う
作
品
で
日
展
文
部

大
臣
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。
こ
の
作
品
集
に
は
、
直
近
十
年
の
作
品
の
な
か
か
ら
三
十
点
を
如
流

自
身
が
選
ん
で
掲
載
し
た
。
如
流
に
と
っ
て
最
初
の
自
選
優
品
作
品
集
で
あ
り
、
「
水
到
渠
成
」

の
ほ
か
、「
平
安
」（
昭
和
三
十
年
）「
蕭
閒
」（
昭
和
三
十
六
年
）「
虚
心
坦
懐
」（
昭
和
三
十
四
年
）

「
心
事
数
茎
」（
昭
和
三
十
六
年
）「
韋
応
物
石
鼓
歌
」（
昭
和
三
十
三
年
）「
淵
」（
昭
和
三
十
六

年
）
と
い
っ
た
、
後
年
、
如
流
の
代
表
的
な
作
品
と
し
て
扱
わ
れ
る
作
品
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。 

  

次
に
刊
行
さ
れ
た
の
は
昭
和
四
十
四
年
の
『
古
稀
記
念
松
井
如
流
作
品
展
』
図
録
。
東
京
日
本

橋
三
越
本
店
の
画
廊
で
開
催
さ
れ
た
新
作
展
の
作
品
カ
タ
ロ
グ
で
あ
る
。
デ
パ
ー
ト
展
で
あ
る

こ
と
に
配
慮
し
て
か
、
こ
こ
に
掲
載
さ
れ
た
二
十
五
点
は
す
べ
て
新
作
で
、
東
方
書
道
会
展
や
日

展
な
ど
で
発
表
し
た
大
作
は
含
ん
で
い
な
い
。 

さ
ら
に
翌
年
、『
松
井
如
流
作
品
集
』（
私
家
版
）
が
刊
行
さ
れ
た
。
タ
ト
ウ
入
り
の
無
綴
本
で
、

昭
和
三
十
二
年
の
「
陸
放
翁
詩
」
か
ら
四
十
五
年
の
「
龍
虎
」
ま
で
十
点
の
作
品
が
一
枚
ず
つ
台

紙
に
貼
り
込
ま
れ
て
い
る
。
先
の
『
水
到
渠
成
』
に
続
く
自
選
優
品
集
で
、
前
述
の
作
の
ほ
か
「
韋

応
物
石
鼓
歌
」（
昭
和
三
十
三
年
）「
水
到
渠
成
」（
昭
和
三
十
五
年
）
、「
四
言
対
句
」（
昭
和
三
十

六
年
）「
永
」（
昭
和
三
十
七
年
）
、
日
本
芸
術
院
賞
を
受
賞
し
た
「
杜
少
陵
詩
」
、
六
曲
半
双
に
三

字
の
大
作
「
知
魚
楽
」
、
前
年
の
個
展
に
出
品
し
た
「
仙
」
、「
思
無
邪
」（
昭
和
四
十
四
年
）
が
年

代
順
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。『
水
到
渠
成
』
を
も
と
に
精
選
し
、
そ
の
後
九
年
の
制
作
の
な
か
か

ら
代
表
的
な
作
品
を
加
え
た
格
好
で
あ
る
。 

昭
和
四
十
七
年
に
は
、
四
十
五
年
版
と
同
名
の
『
松
井
如
流
作
品
集
』（
私
家
版
）
が
刊
行
さ

れ
た
。
タ
イ
ト
ル
は
同
じ
だ
が
、
体
裁
も
内
容
も
全
く
別
の
書
籍
で
あ
る
。
収
録
さ
れ
る
三
十
五

点
は
昭
和
四
十
七
年
の
現
代
書
道
二
十
人
展
に
出
品
さ
れ
た
「
脩
省
」
か
ら
年
代
を
遡
る
形
で
配

列
さ
れ
て
い
る
。
昭
和
四
十
一
年
以
降
の
作
品
が
二
十
五
点
で
、
近
作
集
と
し
て
の
性
質
が
色
濃

く
、
早
い
時
期
の
作
品
に
つ
い
て
は
四
十
五
年
版
の
十
点
の
う
ち
七
点
が
重
複
す
る
。
作
品
画
像

と
と
も
に
作
品
名
と
出
品
展
覧
会
、
出
品
年
が
付
さ
れ
て
い
る
が
、
必
ず
し
も
連
年
開
催
さ
れ
る

一
定
の
展
覧
会
の
作
品
が
選
ば
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
う
し
た
選
択
に
は
、
如
流
の
意
向

が
反
映
さ
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
て
良
い
だ
ろ
う
。
「
脩
省
」
の
ほ
か
に
も
「
虹
」
「
造
」
「
彬
」

「
沙
上
鷺
」
の
よ
う
に
、
こ
れ
以
降
も
し
ば
し
ば
作
品
集
な
ど
に
採
録
さ
れ
る
作
品
が
選
択
さ
れ

て
お
り
、
こ
れ
ま
で
の
作
品
集
に
新
た
な
優
品
が
加
え
ら
れ
た
形
で
あ
る
。 

次
に
如
流
の
作
品
が
ま
と
め
ら
れ
た
の
は
、
昭
和
五
十
二
年
の
個
展
「
喜
寿
記
念
松
井
如
流

書
」
展
開
催
時
で
あ
る
。
こ
の
展
覧
会
の
カ
タ
ロ
グ
に
は
三
十
五
点
の
新
作
が
収
録
さ
れ
て
い

る
。
四
十
四
年
の
個
展
と
同
様
に
、
日
本
橋
髙
島
屋
で
開
催
さ
れ
た
個
展
で
あ
る
こ
と
か
ら
新
作

展
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。 

さ
ら
に
、
昭
和
五
十
六
年
の
「
傘
寿
余
韻
松
井
如
流
小
品
書
展
」（
銀
座
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
四
季
）
、

五
十
七
年
の
「
松
井
如
流
新
春
書
展
」（
銀
座
・
日
産
ア
ー
ト
サ
ロ
ン
）
も
新
作
展
だ
っ
た
。
昭

和
五
十
四
年
六
月
十
六
日
、
如
流
は
脳
血
栓
に
見
舞
わ
れ
て
右
半
身
に
大
き
な
運
動
障
害
を
負

う
。
し
か
し
、
そ
の
後
の
懸
命
な
リ
ハ
ビ
リ
に
よ
っ
て
、
翌
年
に
は
作
品
制
作
を
再
開
す
る
ま
で

に
快
復
し
た
。
制
作
に
対
す
る
意
欲
も
戻
っ
た
五
十
六
年
四
月
に
は
如
流
の
再
起
を
象
徴
す
る

こ
と
に
な
る
個
展
が
開
催
さ
れ
た
の
で
あ
る
。 

五
十
六
年
の
個
展
に
出
品
さ
れ
た
の
は
二
十
点
。
五
十
七
年
は
二
十
五
点
。
自
詠
歌
を
揮
毫
し
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た
も
の
が
多
く
、
書
き
ぶ
り
と
と
も
に
心
情
の
変
化
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
大
患
後
の
個

展
の
出
品
作
に
は
独
特
の
滋
味
が
あ
り
、
こ
れ
よ
り
後
に
刊
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
作
品
集
に

も
何
点
か
が
収
録
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。 

昭
和
五
十
八
年
十
一
月
に
は
『
松
井
如
流
作
品
集
成
』
が
講
談
社
か
ら
刊
行
さ
れ
た
。
作
品
八

十
六
点
を
掲
載
す
る
Ｂ
４
判
変
形
の
豪
華
本
で
あ
る
。
最
も
早
い
も
の
は
昭
和
五
年
の
「
臨
漢
西

狭
頌
」
、
新
作
で
は
五
十
八
年
の
毎
日
書
道
展
に
出
品
し
た
「
奥
」
、
展
覧
会
出
品
作
の
ほ
か
、「
金

山
万
葉
歌
碑
」
、「
川
端
康
成
全
集
」
題
字
原
稿
、「
書
簡
（
大
野
石
斎
宛
て
）
」
ま
で
包
括
し
て
お

り
、
如
流
の
六
十
年
以
上
に
わ
た
る
書
家
と
し
て
の
仕
事
を
集
大
成
し
た
書
籍
で
あ
る
。
冒
頭
の

十
六
点
は
カ
ラ
ー
、
そ
れ
以
降
は
印
に
朱
を
入
れ
た
二
色
刷
り
で
、
そ
れ
ぞ
れ
を
制
作
年
代
順
に

配
列
す
る
。
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
に
は
作
品
名
や
出
品
展
覧
会
、
法
量
な
ど
に
加
え
て
、
こ
の
時
点
に

お
け
る
所
蔵
者
も
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
如
流
の
名
が
見
え
な
い
こ
と
か
ら
、
記
載
の
な
い

作
品
に
つ
い
て
は
如
流
自
身
が
所
蔵
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 

戦
前
の
作
品
十
一
点
は
こ
れ
以
前
の
作
品
集
な
ど
に
は
収
録
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
が
、
第
一

回
東
方
書
道
会
展
に
出
品
さ
れ
た
「
臨
漢
西
狭
頌
」「
杜
甫
北
征
詩
」
、
同
じ
く
第
二
回
の
「
臨
張

遷
碑
」
と
い
う
、
如
流
に
と
っ
て
は
記
念
的
な
受
賞
作
な
ど
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
如
流
は
昭
和

二
十
年
の
終
戦
前
に
戦
災
に
遭
っ
て
自
宅
を
焼
失
、
直
後
に
郷
里
、
秋
田
県
横
手
町
の
菩
提
寺
、

桃
雲
寺
に
疎
開
し
て
い
る
。
翌
年
に
は
埼
玉
県
所
沢
市
の
門
弟
、
鈴
木
柳
川
宅
に
仮
寓
し
て
昭
和

二
十
五
年
に
東
京
都
練
馬
区
関
町
に
新
居
を
構
え
る
ま
で
こ
こ
で
過
ご
し
て
い
る
。
激
し
く
動

く
時
代
に
如
流
も
翻
弄
さ
れ
た
が
、
こ
の
間
も
こ
れ
ら
の
作
品
を
守
り
続
け
た
こ
と
に
よ
っ
て
、

晩
年
の
作
品
集
に
掲
載
す
る
こ
と
が
で
き
た
。 

  

一
方
で
、
戦
後
の
作
品
に
は
、
こ
こ
ま
で
に
刊
行
さ
れ
た
作
品
集
な
ど
に
掲
載
さ
れ
た
作
品
の

再
録
が
目
立
つ
。「
平
安
」「
陸
放
翁
詩
」「
韋
応
物
石
鼓
歌
」「
水
到
渠
成
」「
心
事
数
茎
」「
蕭
閒
」

「
永
」「
杜
少
陵
詩
」「
噩
」「
古
」「
知
魚
楽
」「
小
自
在
」「
思
無
邪
」「
仙
」「
七
十
自
述
」「
杜

甫
月
夜
」「
龍
虎
」「
沙
上
鷺
」「
彬
」「
造
」「
脩
省
」「
舎
北
閑
望
」「
楽
天
知
命
」「
圓
通
」「
歳

八
十
」「
ど
ん
ぐ
り
の
実
」
、
こ
れ
ら
の
作
品
は
、
昭
和
三
十
六
年
の
『
水
到
渠
成
』
以
来
、
度
重

な
る
作
品
集
編
集
の
過
程
に
お
い
て
選
択
が
繰
り
返
さ
れ
、
如
流
の
目
に
適
っ
た
も
の
と
し
て

掲
載
さ
れ
て
き
た
。
門
下
の
鈴
木
桐
華
を
は
じ
め
と
す
る
人
び
と
に
所
蔵
が
移
っ
た
も
の
も
あ

る
が
、
晩
年
に
到
る
ま
で
こ
れ
ら
の
作
品
の
所
在
を
把
握
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。「
あ
と
が

き
」
に
は
如
流
自
身
が
書
家
と
し
て
の
人
生
を
回
顧
し
て
詳
細
に
履
歴
を
述
べ
て
い
る
と
同
時

に
、
こ
の
書
籍
の
編
集
に
鈴
木
桐
華
の
全
面
的
な
協
力
が
あ
っ
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
こ
う
し

た
周
囲
の
人
び
と
に
よ
る
作
品
管
理
も
奏
功
し
て
こ
の
作
品
集
成
が
上
梓
で
き
た
と
言
え
る
だ

ろ
う
。 

  

こ
の
書
籍
の
刊
行
直
前
の
十
月
に
は
秋
田
で
個
展
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。「
松
井
如
流
作
品
集

成
出
版
記
念
松
井
如
流
新
作
展
」
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
新
作
三
十
点
が
出
品
さ
れ
た
。
こ
れ
は
秋

田
市
の
秋
田
県
農
協
ビ
ル
で
開
催
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
東
京
で
開
催
さ
れ
た
二
展

と
は
来
場
者
が
ほ
と
ん
ど
重
な
ら
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
を
契
機
に
そ
の
出
品
作
の

多
く
が
人
手
に
渡
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

秋
田
県
立
近
代
美
術
館
へ
の
寄
贈
と
歿
後
の
展
覧
会 

  

昭
和
五
十
八
年
の
作
品
集
成
の
な
か
で
博
物
館
が
所
蔵
先
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
の
は
一
件
、

佐
久
市
立
近
代
美
術
館
所
蔵
の
「
大
道
汎
兮
」
で
あ
る
。
さ
ら
に
こ
の
あ
と
、
五
十
二
年
の
個
展

に
出
品
さ
れ
た
「
舎
北
閑
望
」
が
秋
田
県
に
寄
贈
さ
れ
、
秋
田
県
立
博
物
館
の
所
蔵
と
な
っ
た
。 

  

昭
和
六
十
三
年
一
月
十
六
日
に
逝
去
し
た
如
流
の
最
初
の
遺
墨
展
は
、
秋
田
県
書
道
連
盟
・
秋

田
市
書
道
会
が
主
催
し
た
「
松
井
如
流
先
生
遺
墨
展
」
で
あ
る
。
平
成
二
年
九
月
に
秋
田
市
の
ア

ト
リ
オ
ン
特
別
展
示
室
で
開
催
さ
れ
た
こ
の
展
覧
会
は
、
秋
田
県
書
道
連
盟
展
に
併
催
さ
れ
た

も
の
で
、
郷
土
出
身
の
大
家
を
顕
彰
す
る
意
味
合
い
が
強
い
。
出
品
の
四
十
二
点
は
秋
田
県
書
道

連
盟
の
会
員
な
ど
が
所
蔵
す
る
も
の
で
、
地
域
に
所
在
す
る
如
流
の
作
を
色
紙
な
ど
の
小
品
に

い
た
る
ま
で
持
ち
寄
っ
て
開
催
し
た
展
覧
会
で
あ
る
。
こ
こ
に
「
舎
北
閑
望
」
は
秋
田
県
立
博
物

館
蔵
と
し
て
出
品
さ
れ
た
。 

  

本
格
的
な
遺
墨
展
が
開
催
さ
れ
た
の
は
翌
平
成
三
年
の
こ
と
で
あ
る
。
銀
座
・
東
京
セ
ン
ト
ラ

ル
美
術
館
で
開
催
さ
れ
た
「
松
井
如
流
遺
墨
展
」（
主
催
／
毎
日
新
聞
社
・
東
京
書
道
会
）
に
は

七
十
一
点
が
出
品
さ
れ
、
Ｂ
４
判
の
大
型
の
カ
タ
ロ
グ
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
七
十
一
点
の
う

ち
、
昭
和
五
十
八
年
の
作
品
集
成
刊
行
以
後
に
制
作
さ
れ
た
作
品
が
四
点
、
作
品
集
成
に
掲
載
さ

れ
る
作
品
は
五
十
六
点
に
お
よ
ぶ
。
八
割
の
作
品
が
如
流
生
前
の
作
品
集
成
と
重
複
す
る
こ
と

か
ら
、
如
流
の
作
品
選
択
が
そ
の
歿
後
の
展
覧
会
に
も
引
き
継
が
れ
て
い
る
と
み
て
差
し
支
え

あ
る
ま
い
。
こ
の
と
き
に
は
、
先
の
「
大
道
汎
兮
」
に
加
え
て
「
思
無
邪
」
が
佐
久
市
立
近
代
美

術
館
に
、
「
彬
」
が
東
京
都
美
術
館
の
所
蔵
に
な
っ
て
い
る
。 

五
十
八
年
の
作
品
集
成
編
集
の
こ
ろ
か
ら
如
流
門
下
の
代
表
を
務
め
て
い
た
の
が
鈴
木
桐
華

で
あ
る
。
桐
華
（
一
九
二
三
～
二
〇
〇
七
）
は
、
如
流
が
戦
後
身
を
寄
せ
た
鈴
木
柳
川
の
実
弟
で
、

昭
和
十
三
年
、
十
四
歳
の
と
き
に
如
流
に
入
門
し
た
。
こ
の
と
き
如
流
は
三
十
八
歳
。
桐
華
は
戦

後
シ
ベ
リ
ア
に
抑
留
さ
れ
、
復
員
す
る
と
自
宅
に
如
流
が
仮
寓
し
て
い
た
。
五
十
年
に
わ
た
っ
て

如
流
の
身
近
に
過
ご
し
、
如
流
の
歿
後
も
遺
墨
展
の
開
催
な
ど
に
尽
力
し
た
。
桐
華
が
如
流
生
前
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の
作
品
選
択
な
ど
に
も
深
く
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
遺
墨
展
に
も
如
流
の
遺
志
が
反

映
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。 

こ
の
展
覧
会
を
終
え
る
と
ほ
ど
な
く
、
如
流
の
作
品
群
の
寄
贈
に
関
す
る
動
き
が
活
発
化
し

た
。 平

成
五
年
こ
ろ
に
は
如
流
の
作
品
群
を
秋
田
県
に
寄
贈
す
る
こ
と
が
内
定
し
、
長
男
洪
に
よ

っ
て
取
り
ま
と
め
が
進
め
ら
れ
た
。
し
か
し
、
こ
の
年
、
洪
が
急
逝
し
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
事
業

は
洪
の
妻
、
洋
子
に
引
き
継
が
れ
た
。
そ
し
て
平
成
六
年
、
秋
田
県
に
作
品
が
寄
贈
さ
れ
、
こ
の

年
の
四
月
に
如
流
の
出
身
地
で
あ
る
横
手
市
に
開
館
し
た
ば
か
り
の
秋
田
県
立
近
代
美
術
館
に

収
蔵
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
同
時
に
、
県
立
博
物
館
所
蔵
の
「
舎
北
閑
望
」
も
近
代
美
術
館
に

移
さ
れ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
平
成
七
年
、
秋
田
県
立
近
代
美
術
館
で
寄
贈
を
記
念
す
る
「
悠
久

の
美―

松
井
如
流
遺
作
展
」
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
展
覧
会
に
際
し
て
、
秋
田
県
立
近
代
美
術
館

が
所
蔵
す
る
如
流
の
全
作
品
を
収
録
し
た
「
秋
田
県
立
美
術
館
所
蔵
・
如
流
作
品
図
録
」
も
刊
行

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
掲
載
さ
れ
る
作
品
は
一
一
一
点
。「
序
」
に
は
平
成
六
年
に
松
井
家
か
ら

寄
贈
さ
れ
た
作
品
が
一
〇
〇
点
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
一
部
は
「
舎
北
閑
望
」
と
同
様
に

別
の
形
で
受
け
入
れ
た
も
の
や
、
松
井
家
以
外
の
関
係
者
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
も
の
が
あ
る
と
思

わ
れ
る
。
こ
の
一
一
一
点
に
は
、
平
成
三
年
の
遺
墨
展
の
出
品
作
の
大
半
が
含
ま
れ
て
お
り
、
さ

ら
に
愛
玩
の
文
房
具
の
一
部
や
関
係
の
資
料
も
寄
贈
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
、
秋
田
県
立
近
代
美
術

館
に
は
松
井
如
流
に
関
す
る
大
き
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
形
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
あ
と
も

補
完
的
に
作
品
な
ど
が
寄
贈
さ
れ
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
総
数
は
一
五
〇
点
ほ
ど
に
お
よ
ぶ
と
い

う
［
註
５
］
。 

秋
田
県
立
近
代
美
術
館
で
こ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
担
当
し
た
の
は
、
学
芸
員
の
小
笠
原
光
で

あ
る
。
県
立
博
物
館
で
「
舎
北
閑
望
」
の
受
け
入
れ
担
当
を
し
た
時
か
ら
如
流
の
作
品
に
関
わ
り
、

二
度
に
わ
た
っ
て
如
流
の
展
覧
会
を
手
が
け
た
。
書
を
専
門
と
す
る
学
芸
員
で
は
な
い
が
、
松
井

洋
子
と
と
も
に
詳
細
な
年
譜
も
作
成
し
て
お
り
、
如
流
の
作
品
と
経
歴
を
整
理
し
た
役
割
は
大

き
い
。 

生
誕
百
年
と
な
る
平
成
十
二
年
に
は
、
こ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
も
と
に
し
た
展
覧
会
が
秋
田

県
立
近
代
美
術
館
（
同
館
主
催
「
生
誕
一
〇
〇
年
記
念
松
井
如
流
展
」
）
と
上
野
の
森
美
術
館
（
毎

日
新
聞
社
・
秋
田
県
立
美
術
館
・
東
京
書
道
会
・
上
野
の
森
美
術
館
主
催
「
生
誕
一
〇
〇
年
記
念

松
井
如
流
書
展
」
）
で
開
催
さ
れ
た
。
こ
こ
で
も
遺
族
の
松
井
洋
子
、
門
下
を
代
表
す
る
鈴
木
桐

華
、
所
蔵
館
の
担
当
者
で
あ
る
小
笠
原
光
、
各
氏
が
連
携
し
て
い
る
。 

さ
ら
に
生
誕
一
一
〇
年
に
あ
た
る
平
成
二
十
二
年
、
第
六
十
二
回
毎
日
書
道
展
特
別
展
示
と

し
て
「
松
井
如
流―

書
・
学
一
如
の
生
涯―

」（
毎
日
新
聞
社
・
毎
日
書
道
会
）
が
国
立
新
美
術

館
で
開
催
さ
れ
た
。
平
成
十
九
年
に
歿
し
た
鈴
木
桐
華
に
代
わ
っ
て
、
大
東
文
化
大
学
で
指
導
を

受
け
て
門
下
と
な
っ
た
林
竹
聲
が
実
行
委
員
長
を
務
め
た
。
こ
の
企
画
で
は
、
平
成
三
年
の
遺
墨

展
以
来
、
如
流
の
作
品
解
説
や
如
流
論
を
執
筆
し
て
き
た
美
術
評
論
家
の
田
宮
文
平
（
一
九
三
七

～
二
〇
一
九
）
も
中
心
的
な
役
割
を
担
っ
た
。
田
宮
は
如
流
の
師
で
あ
る
吉
田
苞
竹
論
も
手
が
け

て
い
て
、
特
に
東
方
書
道
会
や
そ
の
周
辺
に
は
強
い
関
心
を
抱
い
て
い
た
。
展
覧
会
図
録
に
は
田

宮
に
よ
っ
て
書
家
と
し
て
の
如
流
が
、
書
道
史
研
究
の
西
林
昭
一
に
よ
っ
て
書
学
者
と
し
て
の

如
流
が
、
歌
人
の
篠
弘
に
よ
っ
て
歌
人
と
し
て
の
如
流
が
そ
れ
ぞ
れ
詳
し
く
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
座
談
会
の
様
子
も
収
録
さ
れ
、
多
様
な
如
流
の
姿
が
浮
き
彫
り
に
さ
れ
て
い
る
。
秋
田
県

立
近
代
美
術
館
所
蔵
作
を
中
心
と
す
る
如
流
の
書
作
品
の
ほ
か
、
如
流
が
蒐
集
し
た
拓
本
の
一

部
、
著
述
や
自
用
印
、
来
簡
な
ど
、
如
流
に
ま
つ
わ
る
作
品
や
資
料
が
総
合
的
に
展
示
さ
れ
た
。 

以
上
の
よ
う
に
、
秋
田
県
立
近
代
美
術
館
所
蔵
の
松
井
如
流
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
昭
和
三
十
年

代
後
半
か
ら
は
じ
ま
る
作
品
集
の
編
集
や
展
覧
会
開
催
に
あ
た
っ
て
、
如
流
が
繰
り
返
し
自
選

し
た
作
品
を
も
と
に
し
な
が
ら
、
長
男
洪
夫
妻
、
門
下
の
書
家
鈴
木
桐
華
な
ど
に
よ
っ
て
取
り
ま

と
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
夫
妻
や
桐
華
は
如
流
の
遺
志
を
尊
重
し
て
寄
贈
作
品
の
選
定
を
行

っ
て
お
り
、
歿
後
に
形
成
さ
れ
た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
如
流
の
眼
差
し
が

色
濃
く
反
映
さ
れ
た
作
品
群
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。 

 

む
す
び
に
か
え
て―

成
田
山
書
道
美
術
館
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン 

  

こ
の
稿
を
執
筆
し
て
い
る
の
は
令
和
三
年
八
月
、
ま
も
な
く
成
田
山
書
道
美
術
館
で
「
生
誕
一

二
〇
年
松
井
如
流
と
蒐
集
の
拓
本
」
と
い
う
展
覧
会
を
開
催
す
る
た
め
に
、
種
々
の
準
備
を
進
め

て
い
る
。
こ
の
展
覧
会
に
は
如
流
の
作
品
と
資
料
九
十
三
件
、
蒐
集
の
拓
本
を
一
三
一
件
出
品
す

る
。
こ
れ
に
は
如
流
の
作
品
の
ほ
か
、
如
流
宛
の
来
簡
、
原
稿
、
手
控
え
や
履
歴
書
や
辞
令
な
ど

各
種
の
書
類
な
ど
を
含
ん
で
い
る
。
平
成
二
十
六
年
か
ら
二
十
七
年
に
か
け
て
、
作
品
は
松
井
洋

子
、
鈴
木
響
泉
両
氏
か
ら
、
拓
本
や
書
簡
・
原
稿
類
は
松
井
家
か
ら
成
田
山
書
道
美
術
館
に
寄
贈

さ
れ
た
。「
金
石
聲
」「
脩
省
」「
心
事
数
茎
」「
蕭
閒
」「
快
哉
」「
寿
寧
」「
ど
ん
ぐ
り
の
実
」
の

よ
う
に
平
成
三
年
や
十
二
年
の
遺
墨
展
に
出
品
さ
れ
た
作
品
に
加
え
、
こ
れ
ま
で
作
品
集
な
ど

で
紹
介
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
も
の
も
多
い
。
大
作
に
つ
い
て
は
、
出
品
後
に
額
や
屏
風
か
ら
剥
が

さ
れ
た
ま
ま
保
管
さ
れ
て
い
た
も
の
も
多
か
っ
た
。
寄
贈
の
前
後
で
改
め
て
装
丁
し
た
作
品
も

あ
り
、
初
出
品
の
後
、
久
し
ぶ
り
の
展
観
と
な
る
作
品
も
あ
る
。 

  

如
流
蒐
集
の
拓
本
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
『
書
跡
名
品
叢
刊
』（
二
玄
社
）
や
書
道
研
究
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誌
『
書
品
』
な
ど
で
一
部
が
紹
介
さ
れ
、
生
前
か
ら
折
に
触
れ
て
特
別
展
示
に
供
さ
れ
る
こ
と
も

あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
全
体
像
が
紹
介
さ
れ
る
の
は
、
寄
贈
を
き
っ
か
け
と
す
る
今
回
の
展
観

が
初
め
て
で
あ
る
。 

響
泉
は
桐
華
の
長
男
の
書
家
で
如
流
に
も
師
事
し
て
親
し
く
交
わ
っ
た
。
如
流
が
創
設
し
た

朝
聞
書
会
の
副
理
事
長
で
あ
り
、
父
同
様
、
如
流
の
顕
彰
に
も
努
め
て
い
る
。
こ
の
寄
贈
に
お
い

て
も
、
松
井
洋
子
と
と
も
に
中
心
的
な
役
割
を
担
っ
た
。 

  

如
流
の
歿
後
二
十
五
年
以
上
を
経
て
寄
贈
さ
れ
た
こ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
如
流
の
遺
志
を

強
く
反
映
し
な
が
ら
歿
後
ま
も
な
く
形
成
さ
れ
た
秋
田
県
立
近
代
美
術
館
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
比

較
す
る
と
や
や
作
品
が
小
ぶ
り
で
、
晩
年
の
作
品
に
比
重
が
あ
る
。
各
種
の
展
覧
会
の
出
品
作
が

主
体
で
あ
る
こ
と
は
同
様
だ
が
、
相
対
的
に
日
展
出
品
作
は
少
な
く
、
受
賞
作
は
な
い
。
如
流
は

定
期
的
に
開
催
さ
れ
る
各
種
の
展
覧
会
に
年
間
を
通
し
て
出
品
を
続
け
て
お
り
、
晩
年
が
近
づ

く
に
し
た
が
っ
て
、
各
所
か
ら
賛
助
出
品
の
依
頼
も
絶
え
な
か
っ
た
。
歿
後
も
関
係
の
展
覧
会
へ

の
遺
墨
出
品
が
続
い
て
お
り
、
今
回
の
寄
贈
作
に
は
近
年
ま
で
そ
う
し
た
展
覧
会
に
出
品
さ
れ

て
い
た
作
品
が
多
い
。
拓
本
や
書
簡
、
各
種
書
類
と
併
せ
見
る
と
書
を
め
ぐ
る
如
流
の
人
物
像
が

見
渡
せ
る
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
り
、
代
表
作
を
数
多
く
含
む
秋
田
県
立
近
代
美
術
館
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
と
補
完
し
合
う
こ
と
で
如
流
の
仕
事
の
総
体
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

  

本
稿
で
は
扱
わ
な
か
っ
た
が
、
ほ
か
に
、
如
流
の
作
品
の
一
部
と
蔵
書
が
大
東
文
化
大
学
に
、

ま
た
、
自
用
印
が
古
河
市
立
篆
刻
美
術
館
に
寄
贈
さ
れ
て
い
る
。
如
流
の
歿
後
、
長
期
に
わ
た
っ

て
関
係
者
が
手
を
尽
し
、
資
料
の
収
蔵
先
を
得
て
こ
う
し
た
寄
贈
が
実
現
し
た
。 

  

松
井
如
流
の
作
品
を
中
心
と
す
る
資
料
は
、
お
も
に
遺
族
や
門
下
に
よ
る
関
係
者
の
整
理
を

経
て
各
所
に
収
蔵
さ
れ
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。
博
物
館
資
料
と
な
っ
た
こ
れ
ら
の
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
は
、
最
終
的
に
所
蔵
さ
れ
る
博
物
館
の
状
況
を
的
確
に
把
握
し
な
が
ら
、
作
家
を
知
る
関
係
者

が
形
成
し
た
も
の
と
言
い
得
る
。
作
家
の
意
志
と
周
囲
の
人
び
と
の
敬
意
や
熱
意
が
形
作
っ
た

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
な
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
充
実
し
た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
得
て
、
所
蔵
館
は
こ
れ

を
ど
う
活
か
す
か
、
常
に
思
索
を
続
け
ね
ば
な
ら
な
い
責
務
を
負
っ
て
い
る
。 

博
物
館
は
社
会
教
育
機
関
と
し
て
博
物
館
法
に
基
づ
い
て
活
動
が
展
開
さ
れ
る
が
、
そ
の
様

態
は
ま
さ
に
千
差
万
別
で
あ
り
、
そ
こ
を
運
営
す
る
人
び
と
の
専
門
性
や
視
点
に
よ
っ
て
館
そ

の
も
の
の
性
格
が
変
化
す
る
。
冒
頭
、
近
代
美
術
館
に
お
け
る
書
の
不
遇
を
嘆
く
形
に
な
っ
た

が
、
こ
れ
は
「
近
代
美
術
」
が
構
造
的
に
内
包
し
て
い
る
問
題
で
も
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
目
を
向

け
、「
近
代
美
術
」
の
指
し
示
す
も
の
を
今
一
度
検
討
し
直
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
近
現
代
の
書
の

収
蔵
と
活
用
が
各
地
の
近
代
美
術
館
に
新
た
な
切
り
口
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
松
井
如
流
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
そ
の
先
駆
と
し
て
の
意
義
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
思

え
る
の
で
あ
る
。 

    

註 １ https://www.m
om

at.go.jp/ge/data/  

令
和
三
年
八
月
七
日
ア
ク
セ
ス
。 

２ https://search.artm
useum

s.go.jp/ 

独
立
行
政
法
人
所
蔵
作
品
総
合
目
録
検
索
シ
ス
テ

ム
。
令
和
三
年
八
月
七
日
ア
ク
セ
ス
。
二
一
件
の
内
訳
は
以
下
の
通
り
。
尾
上
柴
舟
・
園
田
湖
城
・

豊
道
春
海
（
二
件
）・
石
井
雙
石
・
川
村
驥
山
・
吉
澤
義
則
・
辻
本
史
邑
・
松
本
芳
翠
・
手
島
右

卿
・
井
上
有
一
・
比
田
井
南
谷
・
柳
頼
雅
（
五
件
）
・
國
井
誠
海
・
青
山
杉
雨
・
篠
田
桃
紅
・
小

林
斗
盦
。 

３ 

昭
和
二
九
年
に
欧
州
巡
回
書
展
の
帰
国
展
が
開
催
さ
れ
て
以
来
、
書
を
中
心
と
し
た
展
覧
会

は
見
当
た
ら
な
い
。 

４ http://www.m
om

a.pref.kanagawa.jp/webm
useum

/
 

神
奈
川
県
立
近
代
美
術
館
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
検
索
。
令
和
三
年
八
月
八
日
ア
ク
セ
ス
。 

５ 

座
談
会
「
松
井
如
流―

書
・
学
一
如
の
生
涯―

」
中
の
小
笠
原
光
の
発
言
に
よ
る
。「
松
井
如

流 

書
・
学
一
如
の
生
涯
」
展
カ
タ
ロ
グ
（
毎
日
新
聞
社
・
毎
日
書
道
会
、
平
成
二
十
二
年
）
所

収
。 

  

追
記 

作
品
の
寄
贈
や
展
覧
会
運
営
、
本
稿
の
執
筆
な
ど
に
お
い
て
関
係
の
皆
様
に
多
大
な

ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
。
付
記
し
て
御
礼
申
上
げ
ま
す
。
本
稿
は
性
質
上
、
す
べ
て
敬
称
を
略
し

ま
し
た
。 


